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京都外国語大学 第3回全国ロシア語圏プレゼン大会 
             ･････････小西 章子････････2P 
≪日ロ交流情報≫  
ロシア文化フェスティバル2026オープニングほか･･････3 P 
≪投稿≫ 旅行記～ドンバスの今を見る 
ルガンスク、ドネツクを訪問･････････田村 虎之亮･･･････5 P 

≪連載≫「徳山あすかのロシア生活」 
モスクワ国際バレエコンクール、日本勢が大活躍･････････7 P 
≪連載≫ こんな時代にロシア語のすすめ 
「汚れた紙幣はさっさと使う」･････････黒田 龍之助･････10 P 
 ≪本の紹介≫「海峡の向こうの隣人たち」ほか･･････････11 P 
≪講演録≫ 「プーチンの歴史認識とウクライナ戦争」 

･････････上月 豊久････････13P 

第239号   2026年７月10日 

年4回 1･4･7･10月の10日発行 

1部500円 

発行所：ＪＩＣ国際親善交流センター  発行責任者：伏田昌義                           https://www.jic-web.co.jp 

東京オフィス：〒160-0022 東京都新宿区新宿1-10-5 岡田ビル6階  TEL：03-3355-7294   jictokyo@jic-web.co.jp 

大阪・ロシア留学デスク：〒540-0012 大阪市中央区谷町2-2-22 NSビル5階 TEL：06-6944-2341 

 

Jクラブ(JIC友の会)会員募集中。年 4回の情報満載のインフォメーションをお届けします。 
 



JIC ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ第 239号                                                            2026年７月 10日発行(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年6月13日(土)、京都外国語大学で、全国ロシア

語圏プレゼンテーション大会が開催されました。第3回を

迎えたこの大会は、「私が推したいロシア語圏」がテーマ

です。ロシア語圏の国々・地域に関心を持っている高校

生・大学生のみなさんが、各々興味のある点を探求し、そ

の成果を発表しました。 

参加者は関西圏にとどまらず、東は秋田県から、西は島

根県や香川県まで、大会名の通り、全国から広く集まって

いました。 

高校生の部は 6 組 9 名、一般の部は 9 名（うち 1 名辞

退）のエントリーがあり、各部門3位までの入賞者には副

賞が贈呈されました。ジェーアイシー旅行センター（株）

も協賛企業として、第1位入賞者にオンラインロシア語研

修（サンクトペテルブルグの語学学校「デルジャーヴィ

ン・インスティトゥート」提供レッスン）を贈呈しました。 

また、この度は私・小西も、京都外国語大学の五十嵐徳

子先生、ISIランゲージスクールの宮久保祐子先生ととも

に審査員を務めるという大役をいただきました。参加者の

みなさんそれぞれの「推し」への熱量を間近で感じること

ができましたし、みなさんがロシア語圏の社会や文化につ

いて、学問を超えた興味を持っていることに感銘を受けま

した。 

プレゼンテーション大会の結果と発表テーマは、京都外

国語大学ロシア語学科のホームページに詳しく掲載され

ています。 

本報告では、審査員の一人として参加した感想を、みな

さんと共有したいと思います。 

【高校生の部】 
 この大会の一つの特徴として、日本語でプレゼンテーシ

ョンができるという点があります。ロシア語力は全く必要

ありません。高校生の時点でロシアや旧ソ連圏に興味を持

っていても、ロシア語を学ぶことは簡単なことではありま

せん。身近にロシア語を学べる環境があることは非常に稀

ですし、言語的な間違いに気を遣うことなく、自分の言葉

で、内容に注力して説明することができます。言語力とは

別のベクトルで設けられたこの大会は、ロシア語の習得に

及ばない段階であっても、ロシア語圏の何かしらに興味を

持つ学生にアプローチする有意義な大会だと思います。 

参加者が選んだテーマはどれも分かりやすく、スライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       小西 章子（JIC大阪） 

 
 

はシンプルながら平易な言葉で要点が見やすくまとめら

れていました。高校生でもここまで用意ができるものなの

かと驚きました。発表も決してスライドを読み上げるので

はなく、自分の言葉で説明が加えられ、またSNSを使用

してアンケートを実施・考察するなど、それぞれの工夫が

ありました。 

 今回は2名で参加した各組が上位入賞しました。プレゼ

ンテーションからは、準備段階でのお互いの協力が感じら

れ、発表内でも体を使った実演をするなどの工夫が見られ

ました。しかし、高校生にもかかわらず1人で果敢にエン

トリーし、プレゼンテーションに挑んだ人たちの挑戦にも

拍手を送りたいと思います。壇上から緊張感が伝わってき

ましたが、興味を持ったポイントが、ダイレクトに伝わる

素晴らしいプレゼンテーションでした。 

【一般の部】 
大学生の参加者も、決してロシア語を専攻している学生

ばかりではありませんでした。理学部、商学部の学生さん

もいて、かなりマニアックなもの、本格的な研究に近いも

の、「初耳ですが？？」といった人物を深堀りしたものな

ど、さすが大学生と唸るような多種多様な内容が揃いまし

た。用意されたスライドは、ビジュアル的に工夫が凝らさ

れていたものが多く、「推し」の魅力がありすぎて情報が

ギュウギュウに詰め込まれたものもありました。 

大学生のみなさんのプレゼンテーションから感じたの

は、自分で体験したことや自分の目で見てきたことに関す

る話には説得力が宿るということです。実際に体験すると

いうのはなかなか簡単ではありませんが、これから将来、

興味を持ったことに対しての探求の一環として、本を読ん
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だり、インターネットで調べたりするのをきっかけに、実

際に見たり体験したりすることにつながっていくといい

な、と思いました。 

 
（上）高校生の部（下）一般の部 の参加者たち 

 
 

【さいごに】 
今回このプレゼンテーション大会に参加させていただ

き、ロシア語力は関係なく、ロシア語圏の「推し」につい

てプレゼンテーションをする機会があるということが、素

晴らしいと思いました。高校生のみなさんにとっては、ロ

シア語を将来学びたい、大学に入ったらロシア語圏につい

て研究をしたい、と思うきっかけになったかもしれません。

ほかの参加者のプレゼンテーションのテーマが気になっ

たという方もいると思います。大学生のみなさんは、自分

の興味の対象について自分の目で実際に見てみたい、現地

に行ってその面影を感じたい、などと思った方もいると思

います。ぜひ、行ってみてください！ 

よろしければ、その節は JIC にご相談いただければ幸

いです。 

 また、休憩時間中や大会後の懇親会では、参加者のみな

さんは学校や年齢に関係なく交流を楽しみ、大学の先生方

や審査員の方とも話しをしていました。ロシアやロシア語

圏に興味のある人が身近にいないという参加者も多く、お

互いに刺激を与え合う貴重な機会になったと思います。来

年度以降も引き続き、同様のプレゼンテーション大会が開

催されることを願っています。ジェーアイシー旅行センタ

ーもこのプレゼン大会をさらに応援したいと思います。 

 

 

 

日ロ協会がセミナー開催（6月4日） 

上月豊久・前駐ロシア大使が講演 

 6月4日、日ロ協会の「第1回ロシアを知るセミナー2026」

（通算 55 回）が東京の衆議院第二議員会館で開催されまし

た。「プーチンの歴史認識とウクライナ戦争の行方」と題して、

前駐ロシア日本大使の上月豊久氏（東海大学平和戦略国際研

究所所長）が講演。プーチン大統領が歴史解釈を自らの政策

にいかに利用しているか、ウクライナ戦争の停戦交渉をめぐ

るプーチン流交渉スタイルや今後の交渉の焦点などが分かり

やすく話されました。（13頁に講演録を掲載） 

 講演に先立って、西村康稔会長（衆議院議員）が「日ロ関

係をめぐる状況は決して芳しくないが、しかるべき時に備え

て、交流をしっかり続けていきたい」と挨拶したのが印象的

でした。 

 

ロシア文化フェスティバル IN JAPAN 

オープニング・コンサート（5月11 日） 

 5月11日、ロシア文化フェスティバル IN JAPAN2026の

オープニング・コンサートが、東京・銀座ブロッサム中央会

館にて盛大に開催されました。コンサートに先立って、文化

フェスティバル・ロシア組織委員会のシュビトコイ委員長、
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日本組織委員会の栗原小巻委員長があいさつ。今年は日ロ国

交回復70周年、文化フェスティバル20周年にあたり、さま

ざまな困難はあっても文化交流を維持・拡大していこうと力

強く述べられました。 

コンサートでは、ロシアから来日した3人の演奏家＝アレ

クサンドル・ラム（チェロ）、ニキータ・リュチコフ（クラリ

ネット）、チモフェイ・ウラジーミロフ（ピアノ）を交え、日

ロの若手アーチストたちが、素晴らしい演奏で観客を魅了し

ました。 

 

ロシア文化フェスティバル20周年 

記念レセプション（5 月 12日） 

 オープニング・コンサートの翌 5 月 12 日、ロシア文化フ

ェスティバル 20 周年を記念するレセプションが東京・帝国

ホテルで開かれました。記念レセプションには、鈴木宗男参

議院議員、鳩山由紀夫元首相、上月豊久前駐ロシア日本大使

ら多くの来賓が参集し、シュビトコイ・ロシア大統領文化協

力特別代表、ノズドレフ駐日ロシア大使らと歓談しました。 

ロシア文化フェスティバルは日ロ国交回復 50 周年を記念

して 2006 年から始まり、音楽やバレエ、美術、映画、演劇

などロシア文化を紹介する多彩な催しが日本各地で行われて

きました。ウクライナ戦争で日ロの政治対話と経済交流が中

断する状況下で、同フェスティバルは両国を繋ぐ貴重な架け

橋となっています。日本外務省が海外安全情報でロシアをレ

ベル 3（渡航中止勧告）に指定している中でも、バレエ留学

やロシア語留学など、日ロの人的交流は完全には途絶えてい

ません。何よりもロシアからの訪日観光客はコロナ前（年間

10 万人）を大幅に上回る水準に激増しており（25 年の訪日

ロシア人客は19万人！）、日本とロシアが互いに引越しでき

ない隣人として交流を続ける基盤は損なわれていません。こ

の5月末には、日本の経済代表団がロシアを訪問し、ウクラ

イナ戦争の終結後を見据えた経済課題を協議するなど、対話

復活の機運も進み始めています。今後も、ロシア文化フェス

ティバルは文化交流を通じて日ロ両国民の心と心をつなぎ、

相互理解の増進に重要な役割を果たし続けることが期待され

ます。 

 

在大阪ロシア総領事館で 

アコーディオン・コンサート 
ゴールデンウィーク中の5月5日、在大阪ロシア総領事館

にて、「情熱と哀愁のロシア音楽」と題して、アコーディオン・

コンサートがありました（主催；関西日ロ文化サロン／協賛：

大阪日ロ協会）。演奏者は、ロシア民族楽器バヤン（ボタン式

アコーディオン）の名手スタス・ヴェングレフスキーさん（モ

ルドヴァ出身で現在アメリカ在住）と、大阪出身のアコーデ

ィオ二スト後藤ミホコさん。スタスさんがリードし、ミホコ

さんが追いかける二人即興の競演は圧巻で、アコーディオン

の魅力とロシア音楽のメロディを観客は存分に楽しみました。 

 

「ロシアの日」（6月12日）を前に 

大使館、領事館でレセプション 
 6月 12日の「ロシアの日」を前に、東京のロシア大使館、

大阪の総領事館で、6月11日にレセプションが開かれました。

5 年目に入ったウクライナ戦争の下で、今一つ盛り上がらな

い集まりではありましたが、ノズドレフ大使と直接言葉を交

わせる機会とあって、政財界から多くの参加者が大使館に参

集しました。 

また、大阪のテルスキフ総領事は5年の任期を終えて7月

初旬に帰任するとあって、このレセプションが事実上のお別

れ会となりました。 
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 広島県の田村虎之亮さんから興味深い投稿をいただきまし

た。田村さんは、今年 4 月 30 日～5 月 6 日、友人を訪ねて

ロシア南部のノヴォロシースクとドンバス（ルガンスク、ド

ネツク）を訪問。以下は、その簡単な旅行記です。それにし

ても、現地に心強い友人がたくさんいるとはいえ、行こうと

思えば行けるんですね。田村さんの勇気に敬服するしかあり

ません。 

 なお、田村虎之亮さんは、東京綜合写真専門学校を卒業後、

ベラルーシのミンスク国立言語大学に留学されました。最近、

写真展「EAST ＃3.5 俺が見たロシア」を開催するなど、広

島・大阪・東京を中心にカメラマンとして活躍されています。

（編集部） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どういう縁なのかは分からないがロシアの南部とドンバ

ス地方に友人が点在している。ロシア国内の友人は何人かい

るがその殆どはここに集中している。5月の連休に行く旨を、

前々から話していた。ノヴォロシースクに住む友人のRはと

にかく私の世話をしたがるのだが、ついにはノヴォロシース

クで私が滞在するアパートを提供してくれた。ドンバス地方、

ルガンスクの友人は私と行動を共にしてくれるそうだ。 

モスクワからバスでルガンスクへ 

4 月の終わりにソウルからドーハを経由してモスクワに向

かい、翌日の 15 時にはモスクワのシェレメーチエヴォ空港

に到着した。入国審査で酷い目に遭わされると思っていたの

だが、ほぼ素通りで指紋の登録だけで終わった。 

空港からバスと地下鉄を乗り継いで中央バスセンターに

到着する。ルガンスク行きのバスはここから出発している。

隣がショッピングモールなので中を散策すると携帯ショップ

が見えた。携帯電話の SIM カードを買おうとするが銀行で

手続きをしないといけないらしい。時間がないので諦めた。

ローミングは楽天モバイルだが直ぐに繋がっていたので問題

はなかった。 

19:30 にルガンスク行きのバスは出発した。何のことはな

いただの高速バスだった。ただ、モスクワを離れると携帯の

電波は繋がらなくなった。 

  

ルガンスク市内の街並み 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村 虎之亮（広島県在住、カメラマン） 

 

ロストフ州の検問所を通過 

翌日の8時前、ロストフ州の小さなバスセンターで小休憩

が取られた。電波は回復していたので友人たちに連絡を入れ

た。それから 30 分ほど走ると高速道路の料金所のような所

に停車する。運転手はパスポートを持って降りるように言い、

私たちは外に出て中の建物に入っていった。パスポートコン

トロールらしい。要するに、ここはかつてのロシアとウクラ

イナの国境検問所であり、新たに併合した地域に入る場合は

全員がパスポートコントロールを受けなければならないとい

うことだ。検問所の名前はドネツク検問所、ウクライナ側に

はイズヴァリノ検問所と書かれている。 

3 列に並び一人一人がパスポートを係の者に見せる。私も

同じように立ち回る。訪問目的と訪れるのが2回目だと言う

と係の女性は内線電話を取り、別の部屋へ行くように言った。

別の係の誘導で離れの詰め所に行き、部屋に案内されると迷

彩服の男が座っていた。名前と住所、私と両親の職業を聞き、

パソコンに打ち込んでいる。友人の話や今の戦争についてど

う思うかなどの質問もあったが 20 分程で解放され、バスに

戻った。 

ルガンスクは変わり映えのしない旧ソ連の街並 

それから一時間走ってルガンスクのバスセンターに到着
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した。S という友人が手を振って待っていてくれた。私たち

は予約したアパートに荷物を置き、街を散策した。特に変わ

り映えしない旧ソ連の街並みだった。 軍用車がひっきりなし

に往来している所はよそとは違うかもしれないが。 

14 時にドネツクへ行くバスを予約していたので一旦 S と

別れ、翌朝また会う約束をする。 

ルガンスクから日帰りでドネツクへ 

バスはマイクロバスでドネツクまでは3時間半だった。帰

りのバスは 19 時なので、ドネツクのバスセンター周辺を散

策するに留めた。それでもルガンスクより栄えているように

見える。 

 
ドネツク市内のバスセンター 

帰りのバスに乗っていると突然バスが停止し、男は全員降

りるように言われる。降りると軍人がパスポートを一人一人

チェックしていた。相手が警察ではないからか男達はくわえ

タバコをしながらパスポートを見せたり、茂みで用を足そう

としたりとやりたい放題だった。私の番になったが特に咎め

られることなくバスに戻った。 

ルガンスクに戻ったのは 23 時を回っていた。タクシーも

見つからず、アパートまでの道も分からないのでどうしたも

のかと思案したが、たまたまベンチでタバコを吸っている青

年を見つけ、事情を説明してタクシーを呼んでもらった。ア

パートに向かう途中、大きな交差点で今度は交通警察の検問

に引っかかった。運転手と私のパスポートを見せ、どこに行

くのかを聞いただけで降ろされることはなく、無事にアパー

トに帰還した。 

ルガンスクの歴史博物館 

翌朝は友人Aの町へ行った。Aはルガンスク市内からバス

で30分離れたЮбилейныйという町に住んでいる（本人は村

と言っていたが）。そこへは S と一緒に向かい、バス停で A

と待ち合わせた。小さな町で、一時間で1周した。Aは手土

産に私にジャムを作ってくれた。 

市内に戻り、昼食を食べたあとは歴史博物館に行った。こ

こにはマイダン革命からドンバス戦争までの資料が常設で展

示されているので、それを見たかったのだ。 

博物館を見たあとはバスセンターに戻り、18時のバスでノ

ヴォロシースクへ向かった。（了） 

（写真）以下は、ルガンスク市内の郷土資料館の展示資料 
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モスクワのボリショイ劇場 

第 4回 
 

 

 

 

 

 

 

 6月25日からスタートしていた第15回モスクワ国際バレ

エコンクールが、7月5日に閉幕しました。 

1969年に創設されたこのコンクールは、世界三大バレエコ

ンクールのひとつ。今年は 35 カ国から 362 件の応募が寄せ

られ、動画審査を経て 30 カ国の 158 名が参加資格を得まし

た。このコンクールが行われるのは4年に1回。前回、2022

年 6 月に行われた第 14 回コンクールでは、政治情勢のため

参加を見送った人も多く、21カ国から112名のみのエントリ

ーでしたから、今回はだいぶ増えたことになります。 

モスクワ国際コンクールに参加するとボリショイ劇場の

舞台で踊ることができるので、それだけでも若いダンサーに

とっては特別な体験です。入賞しなくても、自分をアピール

できれば、ロシアのバレエ団における採用のチャンスも広が

ります。また、すでにバレエ団に所属している若手ダンサー

にとっては、あらためて実力をアピールし、昇格や新しい役

へのチャンスを掴む機会となります。 

審査はジュニア部門（19 歳以下）とシニア部門（27 歳以

下）の2つのカテゴリーで行われ、さらに1人で踊るソロと、

男女ペアで踊るデュエットに分かれています。日本からは10

人が参加し、素晴らしい成績を残しました。 

 

男性ソロ部門でゴールドメダル 

コンクールが始まる前から、きっと一位を取るだろうと予

想していたダンサーが、やはり取ってくれました。20歳のグ

ジェレフ瞭舞（りょうま）さんが、シニアの男性ソロ部門で 

コンクール期間中だけ飾られているバレリーナのオブジェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一位となり、金賞を獲得したのです。東京都三鷹市出身で、

ベラルーシ人の父と日本人の母の間に生まれたグジェレフさ

んは、日本国籍を選び日本代表としてコンクールに出場しま

した。 

グジェレフさんは、昨年ロシアの名門マリインスキー・バ

レエに入団し、

異例の速さで

様々な大役に抜

擢されています。

現在の階級はセ

カンド・ソリス

トですが、プリ

マ・バレリーナ

を相手に主役も

務めており、バ

レエ団からもか

なり期待されて

いることがよく

わかります。 

 

グジェレフ瞭舞さん コンクールのガラコンサートより 

私がグジェレフさんの踊りを初めて生で観たのは、昨年12

月のマリインスキー・バレエの公演「くるみ割り人形」でし

た。今年1月に発行されたJICインフォメーション237号の

コラムで、サンクトペテルブルクに弾丸旅行し、ファースト・
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ソリストである永久メイさんの舞台を見に行った話を書かせ

てもらいましたが、その時の永久さんの相手役で、王子を踊

ったのがグジェレフさんだったのです。ロシアの歴史ある名

門マリインスキーの舞台で、日本人2人が主役を務めたとい

うことは、私にとって胸の熱くなる出来事でした。 

表彰式でグジェレフさんに賞状とメダルを渡したプレゼ

ンターは、コンクールの審査委員長であるスヴェトラーナ・

ザハロワでした。ザハロワといえばロシアの人民功労芸術家

で、ボリショイ・バレエのプリマバレリーナ。ロシアバレエ

界を代表する存在です。この2人のツーショットも、バレエ

ファンにとっては感動の瞬間でした。 

   

グジェレフ瞭舞さんとザハロワ審査委員長 

そしてグジェレフさんの幼なじみで、2 歳年下の渡部出日

寿（デニス）さんは、ジュニア部門ソロの男性二位となり、

銀賞獲得という快挙でした。渡部さんの両親もベラルーシ人

男性と日本人女性で、三鷹市出身です。仲良しで共通点も多

い2人が、揃って入賞したのでした。渡部さんが踊った「く

るみ割り人形」の踊りを見て、普通ならば表情が硬くなって

しまうような回転前の一瞬に笑顔を見せるなど、ずいぶん舞

台度胸がある人だと思いました。そして回転そのものも、綺

麗に決めていました。 

さらには、ジュニア部門ソロの女性三位に、名古屋出身の

永井咲良さんが選ばれました。永井さんは回転が得意なタイ

プのダンサーで、「騎兵隊の休日」バリエーションでは可憐な

演技を披露しました。 

  

表彰式の渡部出日寿さん 

 

永井咲良さん「騎兵隊の休日」より 

  

指導者の勝利？ 

今回、影の優勝者とも言えるのは、レオニード・サラファ

ーノフでしょう。ウクライナ出身のサラファーノフは、マリ

インスキー・バレエのプリンシパルを長く務め、現在ではヤ

コブソン・バレエやマリインスキー・バレエで若手の指導に

あたっています。今回、サラファーノフが各劇場で指導した

メンバーが軒並み入賞しており、グジェレフさんもそのひと

りです。サラファーノフといえば超絶テクニックの持ち主で、

日本にファンも多く、自身もモスクワ国際バレエコンクール

で金賞を取っています。指導者としてのサラファーノフは、

ダンサーの音楽性や芸術性を伸ばすことに定評があります。

コンクールでの教え子の勝因は、彼の目指したテクニックと

芸術性の融合にあると思います。技術だけ高くてもロシアで

は賞につながらないということを、誰よりもよく知っている

のでしょう。 

  

中国系アメリカ人に大注目 

ジュニア部門ソロの女性で金賞を獲得したのは、中国系ア

メリカ人のクリスタル・ファン。彼女も、コンクールが始ま

る前から非常に注目されていたダンサーでした。というのは

これまでにローザンヌやユースアメリカグランプリといった、

世界レベルのコンクールで入賞しており、非常に優れたテク

ニックの持ち主だからです。特にコンテンポラリーには定評

があります。その彼女が、保守的・古典的なロシアバレエ界

でどのように受け止められるのかというのが注目ポイントで

した。結果は堂々の一位。技術だけでなく表現力、舞台での
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存在感は他の参加者とは一線を画しており、バレエスタイル

の違いを超えて高く評価されました。演技とバレエの技術を

結びつけるのは本当に難しいことなのですが、クリスタル・

ファンはそれを自然な形でやってみせました。まだ、サンフ

ランシスコバレエスクールの生徒である彼女、卒業時には世

界のバレエ団が獲得に動き出すでしょう。 

個人的に驚いたのは表彰式でした。他のジュニアのダンサ

ーは、舞台上では堂々としていても、表彰式では「素の自分」

となり、緊張したりオドオドするのが普通です。しかしクリ

スタル・ファンは、まるで大女優のように自信を持って振る

舞い、17歳とは思えない貫禄でした。一瞬の弱さも見せない

彼女、メンタルの強さの違いを見せつけました。 

  

クリスタル・ファン 

  

ロシア勢、まさかの金賞なし 

ここまで読んでくれた方は、ロシアのコンクールなのに全

然ロシア人の名前が出てこないじゃないかと気づいているか

もしれません。そう、今年は、ロシア人が金賞を取った部門

がひとつも無かったという、実に異例の年となりました。し

かもロシアだけでなく、旧ソ連諸国まで含めても、誰も一位

を取れなかったのです。これはモスクワ国際バレエコンクー

ル始まって以来の出来事です。 

ロシア紙「コメルサント」は、モスクワ国際コンクールは

長年、「自国びいき」の大会という評判を背負ってきたと指摘

しています。というのは第1回大会で、当時高く評価されて

いたアメリカのダンサー、エヴァ・エヴドキモワが第3次審

査に進めなかった、ということがありました。当時の審査委

員長ガリーナ・ウラノワは、上層部から押し付けられたこの

決定に抗議し、それ以降、二度と審査員を務めることはなか

ったのです。とすると、今回のザハロワをはじめとした審査

団は、アメリカ人だろうとロシア人だろうと、自分たちの基

準に沿って厳格に審査した、と言えるかもしれません。 

また、コメルサントは、「ロシアの劇場はもはや、看板ダ

ンサーを舞台から外してまで大会へ送り出す必要はない」と

も指摘しています。確かに、モスクワやサンクトペテルブル

クの劇場でバリバリ踊っているベテランのシニアの参加はほ

ぼなく、むしろジュニア部門で、学生や入団1年目の若手た

ちが、将来への足掛かりとして積極的に参加していました。 

 

今回のコンクールは、世界のバレエ界の新しい潮流が示さ

れていたように思います。超絶技巧よりも、美しさや軽やか

さ、エレガンスさ、バレエを構成するそれぞれの要素をいか

に丁寧にこなすかということに、重きがおかれていました。

それでこそ、このコンクールをロシアでやる意味があったと

思います。 

夏の間、しばらく劇場はお休みになり、ダンサーは帰省や

休暇で散り散りになります。ほかの国の舞台にゲスト出演す

る人も多くいます。今夏はロシアバレエのスターの来日が目

白押しですから、かなり公演の当たり年と言えるでしょう。

また、9 月からの新シーズン、ロシアを訪れる方はぜひ、各

地のオペラバレエ劇場で、本場のバレエを楽しんでもらいた

いと思います。 

 

 

 

 

 

徳山あすか／モスクワ在住ジャーナリスト 

略歴；早稲田大学第一文学部卒業。時事通信社に入社。2013

年同社を退社しロシアへ。サンクトペテルブルグ工科大学、

モスクワ教育大学修士課程を経て、2015年ロシア国営通信社

「Rossiya Segodnya」に入社し同社の外国読者向けメディア

「Sputnik」日本語版の記者として活躍。2026年同社を退社。

現在フリー・ジャーナリスト。 
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 第16回 

 

 

 

 

 

 

 

 2026年現在、日本の紙幣は新札と旧札が併用されています。

買い物をしてお釣りを貰うときも、ATM から引き出すとき

も、いろいろ混ざっているので、財布の中は賑やかです。最

近になって新札が増えてきたかなという気もするのですが、

旧札もまだまだ流通しています。もちろんどちらも同じ価値

であり、そこに差はありません。 

 ところがわたしは旧札を見ると、さっさと使ってしまいた

くなるのです。これには理由があります。 

はじめてソビエト連邦を訪れた 1985 年に流通していたル

ーブル紙幣は、日本円などに比べてずいぶん小さいものでし

た。1、3、5、10、25ルーブル札などがありましたが、当時

は確か1ルーブルが150円くらいしましたので、それ以上の

高額紙幣は使った覚えがありません。 

それにしても3ルーブル紙幣って面白いですよね。いまで

も記念にとってあります。もっとも当時はルーブルの海外持

ち出しが禁止されていましたから、後に手に入れたものです。 

その紙幣には真ん中に大きくロシア語で「３ルーブル」と

表記されているのですが、その右下の枠内に小さな字がたく

さん印刷されています。当時の連邦構成共和国の各言語で「３

ルーブル」と表記されているのです。最初の ТРИ 

КАРБОВАНЦІ はウクライナ語。ルーブルのことをカルボ

ヴァーネツ карбованець というらしいことは、ウクライナ

で発行された書籍の値段表記がкрбなので想像がつきました。

ТРЫ РУБЛІ はおそらくベラルーシ語なのでしょう。３が

трыになって不思議な気分。ほかにもキリル文字の表記がい

ろいろあるけれど、さっぱり分からない。ラテン文字が三種

類あるからバルト三国なんだろうけど、はて、どれがどの言

語なのか。そもそもまったく知らない二種類の文字は、どっ

ちがグルジア語でどっちがアルメニア語なのか……。当時の

わたしはホテルの部屋で紙幣をしげしげと眺めながら、ソ連

の多様性を実感していました。 

ただしこのような多言語表記は 1990 年代に入ると消えて

しまいます。さらに経済が混乱して高額紙幣が次々と現れ、

ソ連からロシアになって新たな紙幣が発行され、そこにまた

インフレでゼロがたくさん並ぶようになり、本当に目まぐる

しく変わっていきました。かつてのようなワクワクはもうあ 

 

 

 

 

 

 

 

 

りません。 

新しい紙幣が発行されると、古い紙幣はどうなってしまう

のでしょうか。日本でしたらしばらくは併用できますし、か

なり時間が経過しても銀行へ行けば交換してくれます。外国

もそうだと信じたいのですが、経済が混乱していたり、政治

体制が変換されたりする国では、以前のお金が急に使えなく

なることもあります。 

ドイツ映画『グッバイ、レーニン』は、東西ドイツ統合直

前のベルリンから物語が始まります。精神的に強いショック

を受けて８か月間昏睡状態にあった母親が、目を覚ましとき

はベルリンの壁が崩壊して、世の中がすっかり変わっていま

した。もう一度大きなショックを与えると命の危険があると

医者からいわれた息子は、なんとか取り繕うために涙ぐまし

い努力をします。中でもお母さんが預金のありかをなかなか

思い出せず、ようやく見つけたときには交換の期限が過ぎ、

紙幣は紙屑になってしまったというエピソードは、見ていて

怖くなりました。旧ソ連でも同じようなことがあったと聞い

ています。おそらく旧札をさっさと使ってしまいたくなる心

理は、この辺りに原因がありそうです。 

しかしすぐに使いたくなるのは旧札ばかりではありませ

ん。折り目が深々と刻まれていたり、汚れていたりする紙幣

も、同じようにさっさと使いたくなるのです。 

ソ連時代の紙幣は本当にボロボロでした。紙は皺だらけで

柔らかく、下手をすればそのまま崩れてしまいそうで、取り

扱いには気をつけなければなりません。とはいえ、どんなに

ボロくとも価値は変わらないのが紙幣というものですよね。 

ところが、その常識が覆る場面を見てしまったのです。 

20世紀末の話です。飛行機に乗ってみたら席が前のほうで

した。当時のアエロフロートは前方４列ぐらいがファースト

クラスで、離着陸時には仕切りのカーテンを閉めますが、高

黒田 龍之助 

旧ソ連時代の３ルーブル札

は各共和国の言語でも表記

されていた ↓↓ 
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度が安定すればそれも開けられます。見たところ、わたした

ちエコノミークラスとほとんど変わりません。機内食が違っ

ていた可能性もありますが、後ろから眺めただけでは伺い知

れませんでした。 

斜め前のファーストクラスに、家族連れが座っていました。

幼いお嬢ちゃんと、その母親らしい若い女性、さらに中年の

男性でした。この男性は全身黒い服に身を包み、機内でも帽

子を被り、まるでアメリカ暗黒街のマフィアのよう。ふと振

り向いた瞬間に見たその顔は、コーカサス辺りの出身なのか、

眉毛が太く、目つきも鋭い。完全にマフィア。あまりお近づ

きになりたくない。ただし言語はロシア語。いったい、この

ファミリーはなんなのだ？ そもそもこのマフィア（と勝手

に決定）がお嬢ちゃんのお父さんなのか、お爺さんなのか。

母親らしい女性とはどういう関係かは判然としませんでした

が、機内ではしゃぐお嬢ちゃんの頭を、それは愛おしそうに

なでていました。 

食事が済むと機内では免税品の販売が始まります。マフィ

アはお嬢ちゃんにせがまれて、お人形だかお菓子だか、とに

かく子どもが喜びそうなものを買うことになりました。懐か

ら分厚い札入れを出し、そこから米ドル札を１枚、スチュワ

ーデスに渡します。その頃は旧ソ連圏の人間でも米ドル札を

持っている人が珍しくありませんでした。ところがスチュワ

ーデスは、なぜか受け取りを拒否するのです。 

「このお札は皺が酷くて、真中の肖像画がよく見えません。

ニセ札の疑いがあるので受け取れません」 

なんという理屈でしょうか！ そんなの聞いたことがあ

りません。それはマフィアも同感のはず。まさか懐から機関

銃を取り出して、暴れるんじゃないでしょうね？ わたしは

少し怖くなりました。ところが、マフィアは穏やかでした。 

「おやおや、ダメなのか。じゃあ、こっちはどうだ？」 

そうなのです。札入れには米ドル札がたんまり入っている

のです。代わりはいくらでもあるというわけ。 

ところがスチュワーデスは、それも拒否します。 

「なんだ、これもダメか」 

こんなことを何回かくり返すうちに、スチュワーデスが許

せる米ドル札が見つかり、無事に支払いを済ませます。マフ

ィアはお嬢ちゃんの喜ぶ姿を見ながら、目を細めていました。 

わたしはアエロフロート機内で銃乱射事件が起きなかっ

たことを心の底から喜びながら、ひとつのことを学びました。 

ロシアでは紙幣に気をつけよう。もし汚れているものがあ

ったら、使えるときにさっさと使っちゃえ！ 

というわけで、悲しい習慣が身についてしまったのです。

実際、日本の紙幣は全体的にきれいですから、あまり心配す

る必要はありません。それでも自販機にうまく入らなかった

り、「旧札は使えません」という表示を見たりすると、ここま

で述べたようなさまざまなエピソードが思い出され、問題の

生じそうな紙幣はさっさと駆逐したくなるのです。 

だからそういうときに「先生、飲みに行きましょうよ」な

んて誘われると、景気よくご馳走してしまうんです。なんと

もタイミングよく、汚れたお札、古いお札が財布にあるとき

に限って声をかけてくる学生がいて、コイツ、俺の財布の中

を覗いてんじゃないかと疑りたくなります。 

まあ、いいや。君たちも汚れたお札や古いお札には、気を

つけるんだよ。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 本 の 紹 介 

隅から隅まで外国語 
黒田龍之助エッセイ・セレクション１１１ 

 

 

黒田 龍之助 著 

白水社 

新書版 304頁 

定価 1800円＋税 

 

白水社が、ことばと旅をテー

マにした新シリーズ「外国語の

ポケット」を始めた。その1冊

目が本書、『隅から隅まで外国語

～黒田龍之助エッセイ・セレク

ション111』だ。まえがき、謝辞、本書の使い方、あとがき、

解説、著者略歴まで、すべてエッセイ仕立てで、白水社創立

111 年にちなんで計 111 編のエッセイが収録されている。う

ち半分は、黒田龍之助さんが知人、教え子、編集者など 20

人に3編ずつ選んでもらったという、遊び心満載のエッセイ

集だ。 

 「あとがき」にこうある。ちょっと長いが、以下引用。 

「……今回、知人、教え子、編集者の意見を参考にエッセイ

集を編纂しながら、気づいたことがあった。わたしの本は、

どれをとっても概論・概説書なのである。『羊皮紙に眠る文字

たち再入門』や『外国語の水曜日再入門』はもちろん、『ロシ

ア語の余白の余白』はロシア語学概論、『チェコ語の隙間の隙

間』はスラブ語学概論、『寄り道ふらふら外国語』はヨーロッ

パ諸語概説、そして『ポケットに外国語を』こそが本当の意

味での言語学入門なのかもしれない。『世界のことばアイウエ

オ』では知りうる限りの言語について語り、『外国語の遊園地』

では言語とモノとくに印刷物との関係を考える。どれも概

論・概説書らしくないし、個人的な話が多いけれど、こうい

ったスタイルでしか書けないのだから仕方がない。……。 

ということで、いろんな概論・概説書からの断片が少しず
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つ集められた本書は、紛れもなく雑多なエッセイ集となった。

一定の分野を俯瞰したければ、それぞれの本をお読みくださ

い。断片をあちこち覗くのが楽しいなと感じられたら、他の

著書もあちこち覗いて楽しんでいただければ、それで充分で

す」。 

 多分、黒田さんはこれが言いたかったんだな。 

ということで、黒田本をたくさん読んでいる人は本書を読

めばまた黒田本が読みたくなる。まだ黒田本を読んだことが

ない人も、本書を読めばさらに別の黒田本が読みたくなる。

本書は実にお勧めのベスト・エッセイ集です。 

 

時代に永らえる映画 
ソヴェート映画傑作１０選 

 

 

ネーヤ・ゾールカヤ著 

扇 千恵 訳 

未知谷 

A5判 288頁 

定価 5000円＋税 

 

 ソ連・ロシアの映画芸術専門

家ネーヤ・ゾールカヤ（1924

年～2006年）の手になるソヴィ

エト映画ガイド。著者は、「もっとも重要な時代と芸術的傾向

を代表するものとして、ロシア・スクリーンの中から傑出し

た10作品を選んだ」（まえがきより）。 

『戦艦ポチョムキン』（セルゲイ・エイゼンシュテイン監督、

1925年） 

『第三メシチャンスカヤ通り』（アブラーム・ローム監督、

1927年） 

『帽子箱を持った少女』（ボリス・バルネット監督、1927年） 

『チャパーエフ』（ゲオルギー・ワシーリエフ／セルゲイ・ワ

シーリエフ監督、1934年） 

『マクシムの青年時代』（グリゴーリ・コージンツェフ／レオ

ニード・トゥラウベルグ監督、1934年） 

『サーカス』（グリゴーリ・アレクサンドロフ監督、1936年） 

『鶴は翔んでゆく』（ミハイル・カラトーゾフ監督、1957年） 

『赤いカリーナ』（ワシーリー・シュクシン監督、1974年） 

『アンドレイ・ルブリョフ』（アンドレイ・タルコフスキー監

督、1966年） 

『砂漠の白い太陽』（ウラジーミル・モティーリ監督、1969

年） 

これらはソヴィエト映画史に残る名作ばかりだが、紹介は

それにとどまらない。10作品のほかにもたくさんの作品が取

り上げられているし、革命前のロシア映画スターから、1980

年代ペレストロイカ期の作品まで語られる。 

かといって、これは作品概要を綴った普通の映画評ではな

い。名画の数々と同じ時代を生きた著者ならではのエピソー

ド～俳優のちょっとしたしぐさや、観客の反応、作品の一場

面などを通じて、読者に「この映画を観たい」という気にさ

せるような、「映画愛」のこもった映画評なのだ。 

 著者のあとがき『本州に住む私たちの仲間』と訳者のあと

がきを読むと、著者ネーヤ・ゾールカヤと訳者扇千恵のソヴ

ィエト映画を通じた深い交流と友情の上に、本書の出版が実

現したことがよくわかる。多くのロシア映画愛好者の皆さん

に手に取っていただきたい一書である。 

 

海峡の向こうの隣人たち 
稚内市役所からサハリンへ、駐在員の軌跡 

 

 

三谷 将 著 

花伝社 

320頁 

定価 2200円＋税 

 

地理的に日本に一番近い外

国は、中国・台湾ではなく、韓

国でもなく、ロシアだ。北海道

の北端・稚内からサハリン南端

クリリオン岬まで43㎞。国境の町・稚内市の「サハリン課」

に配属され、稚内市サハリン事務所の所長を務めた著者によ

る、これは日ロ地域交流の貴重な記録であり体験記である。 

稚内市とサハリンのネベリスク市が友好関係を締結した

のは 1972 年だが、稚内とサハリンとの地域交流が活発に行

われるようになったのは 1991 年のソ連崩壊後のことだった

（91 年コルサコフ市と友好協定、95 年稚内コルサコフ定期

航路開設）。稚内市には「サハリン課」という外国の地域名を

冠した特別な部署ができ、2022年に新型コロナとウクライナ

戦争によって中断を余儀なくされるまで、約 30 年間にわた

ってサハリンとの密接な地域交流が続けられた。相互訪問旅

行、青少年交流ホームステイ事業、ロシア人研修生受入事業、

定期航路の運休・再開をめぐる交渉、地場産業を巻き込んだ

貿易・経済交流など、本書に綴られた記録は、国と国との外

交や政治交渉だけでは見えてこない生活に根づいた地域間交

流の意味を考えさせるレポートとなっている。 

 なお、2023年8月に稚内市を退職した著者は、「政治の都

合に振り回されるのではなく、隣人としての結びつきを大切

にしたい」と、「ル・デトロワ」という会社を立ち上げ、現在

は個人事業主として、北海道とサハリンとの交流支援事業を

継続している。（F） 
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2015年11月から駐ロシア日本国大使として8年間モスク

ワで勤務した。本年2月に新潮選書から『プーチンの歴史認

識～隠された意図を読み解く』という本を出版した。本を書

きながら学んだこと、特にロシアの歴史を踏まえながら、プ

ーチン大統領の歴史認識と行動原理について説明したい。 

大統領になるまでのプーチンの経歴 

 プーチン大統領は1952年レニングラード生まれ。1975年

から90年までKGB（ソ連国家保安委員会）に勤務した。彼

が勤めたのは対外防諜を担当する第一総局。外交官もそうだ

が、相手を身構えさせるのではなく、相手のガードをとるよ

うなアプローチをする人の方が情報収集に向いている。ロト

キンというプーチンと親しいチェリストが若い時、「自分はチ

ェロが専門だけど、あなたは何が専門？」と聞いた時に、彼

は「私は人間関係が専門だ」と答えたという逸話がある。プ

ーチンは、徹底的に相手を分析して、掌中に取り込みながら

話をする『人たらし』の資質を備えている。 

 これはあまり知られていないが、彼は大学の恩師であるサ

プチャクが市長をしている時に、サンクトペテルブルグ市の

副市長を経験した。主な仕事は外国からの投資の導入で、こ

の経験から彼は経済でプラグマチックな政策をとるようにな

った。2002年の夏に、小泉総理の訪露（03年1月）準備で、

川口順子外務大臣に随行してモスクワでプーチン大統領に会

う機会があった。川口大臣から対露投資案件として、「サハリ

ン１・２への日本の合計投資額は 40 億ドルになる」という

話を数字を挙げてしてもらったら、プーチンは急に姿勢を変 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えて話に食いついてきた。プーチンを理解する上で、経済政

策と投資への関心を押さえておく必要がある。 

サプチャク市長の落選後、プーチンはモスクワに出て、

1996年から大統領府で勤務する。当時のロシアは、ゴルバチ

ョフとエリツィンの時代の負の遺産を抱えた混乱期だった。

オリガルヒ（新興財閥）と地方知事たちが大きな力を持って

おり、国内政治は混乱を極めていた。 

プーチン大統領が引き継いだ「負の遺産」 

オリガルヒと地方勢力の横暴は、1996 年 6 月大統領選挙

でのエリツィン陣営の選挙戦術に起因している。共産党候補

が圧倒的に強く、現職エリツィンの再選は極めて厳しかった。

それをひっくり返したのがマスコミを支配するオリガルヒだ

った。「共産党が権力にもどると大変なことになる」と連日テ

レビ宣伝を流した。地方の知事たちには権限分担条約という、

中央と地方の権限関係に関する個別の条約を秘密裏に結んで、

資源の採掘権や徴税権を与え、それと引き換えに票の取りま

とめを頼んだ。こうして、ようやくエリツインは大統領に再

選されたのだが、選挙後に世話になった人への恩返しが必要

なのはいずこも同じ。エリツィン自身が心臓疾患で病弱だっ

たことも相まって、国内政治では2つの勢力の専横が続いた。 

オリガルヒは富とマスコミを独占し、エリツィンに影響力

を行使して首相の交代などにも口をはさんだ。当時、地方の

知事たちは直接選挙で選ばれており、地方権力の分離的傾向

が強かった。チェチェン問題の根っこには地方権力と中央権

力の対抗関係があり、分離傾向が極端化したケースと言える。 

上月 豊久（前駐ロシア日本大使／東海大学平和戦略研究所所長） 

 

  6月 4日、日本ロシア協会（西村康稔会長）の「ロシアを

知るセミナー2026」講演会が東京で開催されました。講師は上

月豊久・前駐ロシア特命全権大使（現、東海大学平和戦略国際

研究所所長）。「プーチンの歴史認識とウクライナ戦争の行方」

と題して、プーチン大統領がその歴史解釈をいかに自らの政策

に利用しているか、ウクライナ戦争の停戦交渉をめぐるプーチ

ン流交渉スタイルや今後の交渉の焦点などが分かりやすく話

されました。以下は、その講演概要です。日ロ協会と上月先生

の了解を得て掲載させていただきます（編集部）。 
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 経済はどうだったか。今から振り返ってみると、ペレスト

ロイカ（ゴルバチョフ改革）やその後のエリツィンの民営化

は、ロシア経済が資本主義化するために必要なプロセスだっ

たと思う。しかし、ソ連崩壊後の急進的な市場経済化の中で

実際に起こったことは、ハイパーインフレによる経済の大混

乱と貧富の格差だった。民営化で国営資源を安く手に入れた

一握りの人々は物凄い金持ちになった。折しも原油価格が下

落し、ロシア経済は 1991 年から 98 年までの間に GDP が

40％もマイナスになった。ロシア人男性の平均寿命は 57 歳

まで低下した。 

1991年にソ連邦が崩壊し、ソ連は15の共和国に分かれた。

大国ロシアは、ソ連人口の 2/3、面積の 3/4 となり、国際的

には大幅な地位の低下を経験した。冷戦の敗北と NATO の

拡大で、ロシアは勢力圏を次々と失っていく。多くのロシア

人が傷ついた 90 年代だった。かつてはアメリカと世界を二

分する超大国だったプライドが地に落ちた屈辱感。この感覚

が分からないと、その後のプーチン大統領のロシア国内での

評価（高支持率）が理解できない。 

資料；「NATO拡大図」（1999年～2019年） 

 

プーチンの国内改革（高支持率の背景） 

2000年に大統領に就任したプーチンが目指したのは、中央

集権体制（垂直的主権関係）の強化だった。まずはオリガル

ヒの政治的影響力を排除する。就任間もなくプーチンは 13

人のオリガルヒと会い、「新政権になったが、みんな仕事を続

けてもいい。しかし、政治には口を出すな」と通告。結局、

ボリス・ベレゾフスキー（大手石油会社シブネフチ、ロシア

公共テレビ（ORT）の所有者）、ウラジーミル・グシンスキ

ー（モスト銀行、新聞「セヴォードニャ」、独立テレビ（NTV）

の所有者で「メディア王」と呼ばれた）などは、相次いで海

外逃亡することになる。さらに、地方の知事は、2004年に公

選制を任命制に変え、選挙ではなくモスクワから任命するよ

うにして、権力を抑え込んだ。 

こうした政治体制の変革の上に、プーチン政権は国民の支

持を集めることによってその施策を押し進めるようになる。

私は「プーチンは民主主義者だ」と言っているわけではない。

プーチンは国民世論を操作できると考えており、その上で国

民の人気を取りつけながら政権を運営しているということだ。 

資料；プーチン支持率の推移（レバダセンター） 

 

表は、独立系世論調査機関レバダセンターが発表したプー

チン支持率の推移。基本的に60～70％以上の支持率を維持し

ているが、大きな事件があると支持率が変化していることが

読み取れる。 

たとえば、2014年3月のクリミア併合、22年2月の特別

軍事作戦の発動、この直後に支持率が20％以上もハネ上がっ

ている。特徴的なのは、支持率が下がった時の不人気な政策

は繰り返さないこと。22年9月に部分動員を発表した時は支

持率がガクンと下がった。それ以降、プーチンは国民に不人

気な動員をせず、契約兵の募集で兵士を確保するようになっ

た。これがプーチン政治の第一の特徴だ。 

二番目の特徴は、安定した経済成長と保守的なマクロ経済

政策。ロシア経済は、石油価格の値上がりを追い風に、2000

年から 2007 年まで毎年７％の経済成長を達成した。高成長

下では経済政策が放漫になりがちだが、プーチン政権はイン

フレ警戒で財政赤字を出さない抑制的なマクロ経済政策をと

った。プーチンは 1998 年アジア金融危機の時に、経済ショ

ックでマイナス成長に陥った国に IMF（国際通貨基金）や米

欧が介入するのを見て、経済の不安定化は外国の介入を招く

ことを痛感したので、保守的で堅実な経済運営をとるように

なったという話だ。 

歴史を利用した新たな統治原理～「国民統一の日」の制定 

プーチン政治の第三の特徴は、歴史に根差す新たな統治原

理の提示である。 

17世紀初めにロシアは「スムータ」と呼ばれる混乱期を迎

える。リューリック朝が崩壊し、後継者をめぐる混乱が続く

中、ポーランド、スウェーデン、クリミアハン国が相次いで

ロシアに侵入して、モスクワはポーランド軍に占領された。 
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モスクワ・赤の広場、聖ワシリー寺院の前にある商人ミーニンと貴

族ポジャルスキーの像。 

その時、商人ミーニンと貴族ポジャルスキーが率いるロシ

ア国民軍がポーランド軍を撃退した（1612年）。写真の像は

19 世紀に建てられたものだが、プーチンは大統領就任後の

2005 年に、11 月 7 日の「ロシア革命記念日」を廃止して、

モスクワがポーランド軍から解放された 11 月 4 日を「国民

統一の日」という祝日にした。 

ソ連時代には 11 月 7 日の「革命記念日」に、赤の広場の

レーニン廟の前で共産党指導者がズラリと並び軍事パレード

を閲兵した。革命記念日は共産主義の理想を掲げるソ連の一

番重要な祭日だった。プーチンはこれを廃止して、11月4日

を祭日にした。彼にとって、モスクワがポーランド軍から解

放された 11 月 4 日の歴史解釈が、ロシア国民の愛国精神を

高める非常に都合の良いメッセージとなるからだ。 

そのメッセージとは、①ロシアはいつも敵に囲まれている、

②国内の混乱は外国からの干渉を招く、③強い指導者と国

民の団結が必要である、というもので、「国民統一の日」とい

う新しい祝日を作ることによって、ソ連時代の共産主義から

訣別し、愛国主義のロシアという国民統一の新しい原理を打

ち出した。これは、プーチンが歴史解釈をどのように利用し

ているかということを象徴的に示している。 

 プーチン政治の第四の特徴は、ロシア正教の事実上の国教

化である。ロシア正教は、ロシア人共通の文化、歴史のバッ

クボーンとなって、ロシアの一体性を高め、中央集権を確保

するのに決定的な役割を果たすようになる。今ではロシアの

重要な国家行事には必ずロシア正教の司祭が同席する。プー

チン自身も実に信心深い。 

こうしてプーチンはロシアの新しい形を作った。中央集権

化、安定した経済成長、歴史に根差した統治原理、そしてロ

シア正教、これが現在のロシア政治の基本的な流れとなって

おり、それが故にプーチンの高人気、高支持率の背景となっ

ている。 

ウラジーミル聖公の洗礼とクリミア併合 

キエフ公国のウラジーミル聖公は西暦988年にクリミア半

島のケルソネソスで正教の洗礼を受けた。東方正教を受け入

れ、東ローマ帝国皇帝の娘を娶ることによって、ウラジーミ

ル聖公は国の統一をはかった。 

2014年3月18日、プーチン大統領はクリミア併合に際し

て次のように述べた。「クリミアのすべては我々の共通の歴史

と誇りを物語る。ここはウラジーミル大公が洗礼を受けた古

代ケルソネソスの場所だ。正教を受け入れるという霊的な偉

業は、ロシア、ウクライナ、ベラルーシの人々を結びつける

全体的な文化や文明、人間的価値観の基盤を事前に決めるこ

ととなった」。 

プーチン大統領は、ウラジーミル聖公がケルソネソスで洗

礼を受けた歴史を、まさにクリミア併合の政策推進のために

利用した。演説の中でロシア、ウクライナ、ベラルーシはキ

エフ・ルーシに発する一体の存在だと言っており、そこには

ウクライナ戦争への布石が感じられる。プーチンが歴史を政

治の道具として有効に使っていることを示すいい例だ。 

 これに関連して、2016年11月4日、ウラジーミル大公没

後 1000 周年の「民族統一の日」に、クレムリンのすぐそば

に高さ16メートルの巨大なウラジーミル大公像が設置され、

除幕式が行われた。式典でプーチン大統領は、「ウラジーミル

大公は、ロシアの統一者、庇護者である。強力に統一され、

中央集権化した国家の基礎を作った。ロシア正教の受入れは

最も重要であり、この選択はロシア、ベラルーシおよびウク

ライナの共通の精神的源泉となるものであり、今日に至るま

でわれわれの生活の道徳と価値の基礎を築いている」と演説

した。 

ウクライナ戦争に至る背景 

ウクライナ戦争に至る背景で、歴史に根差した重要な論点

が二つある。 

一つはNATOの拡大批判。冷戦の敗北とNATO拡大でロ

シアは勢力圏を失った。東西ドイツの統一に際して、「NATO

は1インチも東に拡大しない」とベーカー米国務長官が話し

たという話がある。アメリカの歴史学者が書いた『1 インチ

の攻防』という本に詳しい。ロシアから見れば、これが「西

側がロシアをだました」根拠になっている。2007年ミュンヘ

ン安全保障会議で、プーチン大統領は NATO 拡大を強く批

判し、西側の価値観に挑戦する大演説を行った。 

「モスクワ・クレムリン・プーチン」という日曜夜のプロ

パガンダ色の強いテレビ番組で、開戦の3週間前に、プーチ

ンがいろいろな機会に NATO 拡大批判の演説をした場面を
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集めて流していた。プーチンの論理は、「NATO 拡大でロシ

アは脅かされている。これは NATO の攻撃に対する防御の

戦争だ」というもの。ウクライナ戦争は NATO の脅威から

国を守るための戦争だという説明を繰り返している。 

 もう一つの論点は、2021年7月にプーチンが発表した「ロ

シア人とウクライナ人の歴史的一体性」という論文。ここで

は「ロシア人、ウクライナ人、ベラルーシ人はすべてキエフ・

ルーシの末裔である」と説明し、その中でウクライナ問題は

実質的にロシアの国内問題として考えていることが強調され

る。プーチン大統領にとって、歴史は『政治の道具』そのも

のであり、自分にとって都合の良い歴史解釈を示すことで、

自らの政策を正当化するために使っているのである。 

プーチン大統領の交渉スタイル 

 ウクライナ戦争は今年 2月で 5年目に入った。昨年 1月に

第2期トランプ政権が発足して和平交渉が動き出し、8月15

日にアラスカでトランプ・プーチンの米露首脳会談が行われ

た。 

 プーチン大統領の交渉スタイルの特徴は、第一に交渉相手

の心に入り込むということ。首脳会談でプーチンが贈った肖

像画は、トランプが選挙遊説で銃撃された時に、負傷しなが

らもぐっと腕を突き上げる「決めポーズ」を描いたもので、

いかにもトランプの心をくすぐる贈り物だった。 

第二の特徴は、交渉のチャンネルを複数化して、使い分け

ること。非公式チャンネルも控えに置いておく。露ドミトリ

エフ（直接基金総裁）と米ウィトコフ補佐官が非公式チャン

ネルを維持している。そして、重要な譲歩は大統領レベルで

行う。大統領と話をしないと進まないので、大統領との会談

自体が目的化することになる。 

三つ目は、「こっちは急いでいない」という態度をとり、

時間を味方にして交渉で優位に立つ。相手に提案を出させ、

それに注文をつける。 

これがプーチン流の交渉のやり方だ。 

交渉の焦点(１)；領土問題をどう解決するか 

今後の交渉の焦点は２つある。領土の話とウクライナの安

全の保証、この２点だ。 

地図を見ると、25年8月から戦況はあまり変わっていない。

濃い赤が戦争開始前にロシアが占領していたクリミア半島と

ドンバス（ドネツク州・ルハンスク州の一部）。薄い赤が戦争

開始後にロシアが支配した地域で、濃い赤と合わせてウクラ

イナ国土の18％が現在ロシアの支配下にある。 

今、激しい攻防が続いているのはドンバス北西部で、ドネ

ツク州の22％がまだ占領されていない。昨年8月15日にプ

ーチンは、ロシアがまだ占領していない西ドネツクからのウ

クライナ軍の撤退を停戦の条件として要求した。しかし、こ

こには厳重な要塞都市が作られており、4つの都市から成る 

 
「要塞ベルト」となっている。ロシア軍もそう簡単には突破

できない。 

今はロシアもウクライナも言い出していないが、これを

「凍結された紛争」として、現在の前線で戦闘を停止し領土

問題の解決は先延ばしするという選択肢が考えられる。これ

は、先に言い出した方が立場が弱くなるので、どちらも言い

出していない。しかし、現実問題として考えると、「先延ばし

停戦」はあり得るのではないかと思われる。 

交渉の焦点(２)；ウクライナの安全の保証 

もう一つの焦点は、ウクライナの安全をどう保証するかだ。

法的枠組み（＝集団安全保障）をどうするか、その実行部隊

をどう確保するか、という2つの問題がある。しかし、いず

れにしても停戦がすべての前提条件になる。仏独英などが軍

隊をウクライナに派遣する用意があると言っている。それは

ロシアから見れば停戦監視団だけれど、ウクライナから見る

と安全を保証する多国籍軍だという、いわばダブルトークに

よって停戦監視と安全の保証を実効あらしめるのが一つの出

口になるのではないか。 

 プーチン大統領は「危機の根本的原因の除去が必要だ」と

再三強調している。その意味は、①ウクライナの中立化

（NATO 非加盟）、②非軍事化（保持する武力の制限）、③

非ナチ化（政権交代）だ。これは事実上ウクライナに降伏を

要求する内容で、プーチンのシナリオは、トランプがかなり

強引にモスクワ寄りの条件をゼレンスキーに押し付けて和平

交渉をまとめることを期待していたと思われる。しかし、米

イスラエル・イラン戦争でトランプのウクライナ戦争への関

心が低下し、トランプの権威もまた大幅に低下した。このこ

とが和平交渉を難しくしており、プーチンのシナリオ通りに



JIC ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ第 239号                                                            2026年７月 10日発行(17) 

は進まなくなった。 

ウクライナ戦争の見通し 

プーチンの支持率は、今年4月時点で65.6%。これは開戦

以来最低の水準で、かつては80％を超えていた。支持率低下

の原因の一つはインターネット規制に対する不満だと言われ

ている。ウクライナのドローンによる長距離攻撃への防空対

策で、最近はモスクワでもインターネット規制が頻繁に行わ

れるようになった。 

しかし、最大の原因は経済不振だ。今年 1—2 月のロシア

経済はマイナス 1.8％成長。決定的なのは労働力不足（軍の

拡大と若者の国外流出による）だろう。第二に、兵員不足か

ら動員に追い込まれる危険を多くの国民が心配し始めている

こと。契約兵の募集は経済的に大きな負担になっている。第

三に、戦死者の増加が顕在化してきたこと。これらがプーチ

ン支持率低下の背景にあると思われる。つい最近、財務省と

中央銀行の幹部が「これ以上戦争を拡大すると財政上限界に

突き当たる。停戦を検討すべきだ」と提言したというニュー

スが報じられた。戦争継続にあたって、支持率の低下はこれ

から深刻な問題になっていく。 

現在の焦点は、ウクライナの反転攻勢があるかどうかだ。

米情報機関は、ロシアが多くの前線で守勢に立たされている

と分析している。ウクライナは独自に開発したドローン兵器

を投入し、ドンバスやクリミアの補給路、またロシア国内の

石油施設などに長距離攻撃を仕掛けている。ウクライナは、

ソ連時代はミサイルや航空機など軍需産業の一大中心地だっ

た。ドローン兵器を自力で開発・改良し、大量生産している。

しかし、ではウクライナがすぐにロシアを撃退して、占領地

を奪回できるかと言えば、そうとも言えない。この戦争がど

うなるのか、見通しを立てるのは非常に難しい。 

ロシア・ソ連が経験した「三つの負け戦」の共通点 

 歴史を振り返ると、ロシア・ソ連は三つの負け戦を経験し

ている。クリミア戦争（1853年‐56年）、第一次世界大戦（1914

年‐18年）、ソ連時代のアフガニスタン戦争（1979年‐89年）

だ。この三つの戦争で共通しているのは、第一に、戦争を始

めた指導者が敵の出方を見誤り、自国の戦力・能力の評価で

過ちを犯した点。クリミア戦争が典型的で、ニコライ一世は

トルコを相手に戦争を始めた時、イギリスとフランスが参戦

するとは思っていなかった。イギリスは地中海からインドへ

の道を押さえるため、フランスはナポレオン三世が対外的な

成果で国内人気を得ようとして、この戦争に参戦した。しか

も、英仏二つの軍隊は産業革命を経て多くの蒸気船の軍艦を

持っていた。これでセバストーポリを落とされた。 

現在のウクライナ戦争についても、プーチンは NATO と

アメリカがこれほど前面に出てくるとは思っていなかった。

2014年クリミア併合の成功例から、「三日で終わらせる」と

思っていたと言われる。ということで、敵の出方を見誤った

という点は共通している。 

二番目の共通点は、戦争が長期化し、国内では経済状況が

悪化して、国民の不満が募り、これが停戦への圧力となった

点だ。クリミア戦争4年、第一次世界大戦4年、アフガン戦

争は 10 年、その間に経済が疲弊して、国民の厭戦気分が高

まった。今回も少しその兆しが出ているように思われる。 

第三の共通点は、戦争を始めた指導者と戦争を終わらせた

指導者が異なる点。クリミア戦争は始めたのがニコライ一世、

終わらせたのはアレクサンドル2世。第一次世界大戦はニコ

ライ二世が始めて、ブレスト・リトフスク講和条約で終わら

せたのはロシア革命の指導者レーニン。アフガン戦争はブレ

ジネフが始めてゴルバチョフが終らせた。 

第四は、戦争の結果、国内の政治経済体制に大きな変化が

起きた点である。クリミア戦争の後には農奴解放が行われた。

第一次世界大戦は途中でロシア革命が起きた。アフガニスタ

ン戦争のあとにはソ連邦が崩壊した。 

今後、ウクライナ戦争が、この「三つの負け戦」のパター

ンをなぞるのかどうか、それはまだ分からないが、一つの着

目点として三つの戦争を比較した。ロシアはウクライナの国

土の 18％を占領している。歴史に精通したプーチンが、「こ

の戦争に勝った」（これだけ領土を増やした）という説明をつ

けて戦争を終える可能性もあるが、プーチン体制そのものが

ひっくり返って、戦争が終わる可能性もなしとは言えない。 

日本としては何をすべきか 

（1）「ウクライナの問題は日本の安全保障の問題だ」と岸田

前総理は言われたが、私もそう思う。ウクライナ問題への対

応を通じて、日本は国際社会での見識を問われている。 

（2）ウクライナへの支援を継続することが必要だ。ウクラ

イナは西側からの支援で辛うじて持ちこたえている。 

（3）戦争が終れば日本は復興支援の出番になる。地雷の除

去などでも日本は重要な役割を果たすことができる。 

（4）ロシアのウクライナ占領を不法なものと宣言すべきで

ある。この間のアメリカを介した停戦交渉で、ロシアは占領

したウクライナ領土を『国際法上ロシアの領土となったと認

められること』と要求している。しかし、現在の前線で停戦

して『先延ばし解決』となった場合、ウクライナはロシアの

領土として認めない。ここで、日本がロシアのウクライナ占

領を不法なものとはっきり言うことは、日本の北方領土問題

の解決のためにも必要である。 

（5）ロシアへのドアを閉じることは、内向きな国とするロ

シア政府の政策を助けることになる。この点は重要だ。孤立

したロシアは通信などを制限し、内向き傾向を強めている。

そういう時に、日本が交流のドアを閉じてしまうのは、得策

ではない。ロシアとの文化交流、人的交流を続けていくこと

は、ロシアを内向きな国家としないために是非とも必要なプ
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ロセスだ。本日冒頭に、西村康稔・日ロ協会会長が「来るべ

き時に備えて、ロシアとの交流を続ける」とあいさつされた

ことに、私も100％賛成である。 

ロシアにとっての戦略環境の大幅な悪化 

 ウクライナ戦争が始まった22年2月24日の朝6時、プー

チン大統領はロシア国民を戦争へと誘導する長いテレビ演説

を行った。侵攻開始後、私は東京へ報告電報を打った。報告

の最後に私が書き加えたのは、「今回のプーチンの決定はロシ

アを孤立と衰退へ導くであろうか」「ブレジネフのアフガン侵

攻の決定がソ連邦崩壊へと導いたことを想起する」という言

葉だった。 

 今、果たしてロシアは孤立と衰退へと向かっているだろう

か？ 判断はなかなか難しい。24年5月9日の戦勝記念日に

はモスクワに 25 カ国の首脳が列席した。ロシアは、中国や

インド、ASEAN をはじめ、アジア・アフリカ諸国との関係

を強化しようと外交攻勢をかけている。 

しかし、はっきりしていることは、この戦争がロシアにと

って戦略環境の大幅な悪化を招いたということだ。 

①フィンランドとスウェーデンが長年の中立政策を捨てて

NATO に加盟した。結果として、1400 キロに及ぶフィンラ

ンド・ロシア国境がロシアと NATO の「前線」となった。

ロシアのヨーロッパへの海の出口バルト海は今や NATO の

海に変わってしまった。 

②NATO 諸国、日本、豪州等の国防費が飛躍的に増大し、

結束が強まった。とくに NATO は国防費を GDP２％から

５％に引き上げた。 

③全ウクライナが反ロシアで統一された。ウクライナはロシ

アからの移住者が多い東部と第二次大戦後ポーラド領から組

み込まれた反ロ的な西部から成り、ロシア語が分かる住民と

ロシア語が分からない住民が混在していた。ソ連崩壊後のウ

クライナで長く経済成長の失敗と政治的混乱が続いた大きな

理由は東西対立で国がまとまらないことにあった。ところが

この戦争によって全ウクライナが反ロシアで統一した。これ

はロシアにとっては大きなマイナスだ。 

④シリアのアサド政権、ベネズエラのチャベス政権、2つの

親ロ政権が最近相次いで崩壊した。ロシアはそれに対して有

効な手を打てなかった。 

 ロシアにとって戦略環境の大幅な悪化が生じている中で、

果たしてロシアは今後「孤立と衰退」に向かうのかどうか、

これはウクライナ戦争がどのようにして終るのか、その終わ

り方にかかっていると思われる。 

＜質疑応答＞ 

―― 「凍結された紛争」として領土問題の解決を引き延ばす

ことが一つの答えになるかもしれないと指摘されたことが非

常に印象深い。これに関連して、22年3月末のイスタンブー

ル合意では、「クリミアの現状は変えず、15 年かけて交渉を

行う」としていた。これはまさに「凍結された紛争」として

残しておくという発想だ。また、同合意では、国連常任理事

国（米英仏中露）をはじめとする保証国がウクライナの安全

を保障するとして、ロシアも参画する安全保障の枠組みがほ

とんど合意されていたと言われる。イスタンブール合意の時

に出された知恵が、これからの交渉で参考になるのではない

かと思うが、どうか。 

戦争の見通しはどうなるか。欧州はウクライナが勝つまで

支援を続けると言うが、ウクライナが勝利するというオプシ

ョンをロシアが納得するとは思えない。ウクライナが勝つと

いう幻想にとらわれて戦争が続いていく間に何が起こるか。

追い詰めるとロシアは何をするか分からない。本当に核の問

題が出てくると思う。ロシアの妥協ラインがどこにあるのか

を見据えて、そこまで追い詰めない範囲での和平というもの

をウクライナも欧州諸国も考えないといけないのではないか。

この戦争の見通しについて、再度聞かせてもらいたい。 

上月 イスタンブール合意というのは、戦争開始の1か月後

にロシア・ウクライナの代表が合意して持ち帰ったものだが、

その直後にジョンソン英首相がキエフに乗り込んで「合意す

るな」と圧力をかけた。折しもブチャの虐殺事件が明らかに

なって、合意は吹き飛んでしまった。イスタンブール合意の

詳細な内容は「藪の中の話」で、なかなかそれをベースに議

論がしにくい。ただ、ロシアが手放す可能性が低いクリミア

については 15 年後に協議するという表現で先送りされてい

た。領土の話で、「凍結された紛争」の形は他にもたくさん例

があるわけで、結局はそこにしか落ち着かないのではないか

と思う。 

安全保障の問題は、イスタンブール合意で議論されたのは、

G５（米英仏中露）プラス仲介国のトルコなどを加えた安全

保障組織だった。ロシアを加えた組織でこれがうまく機能す

るかどうか。国連安保理は五常任理事国の拒否権があるが故

にワークしていない。ウクライナの安全保障を実効あるもの

にするためには、何らかの形でロシアの拒否権を制限した枠

組みを考える必要があるのではないかと思う。 

 イスタンブール合意の交渉が行われた戦争初期において、

ウクライナはここまで米国と西側が助けてくれるとは思って

いなかった。しかし、今や４年間戦争を続けて自信をつけた

ウクライナが、イスタンブール合意に戻るというのは考えに

くい。NATO事務総長は「ロシアがウクライナに勝てないと

認識させることが重要だ」と言った。ロシアは攻め込まれた

時の戦争では強い。だから、ウクライナが勝ってロシアが負

けることにはならないというのはその通りだが、停戦和平に

持ち込むためには「ロシアに勝てないと思わせること」が大

事なのではないかと思う。 

問題は、西側の世論がどこまでウクライナ支援を許容する
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か。ヨーロッパではドイツもフランスも右翼的な勢力が強く

なってきている。そこでウクライナ支援を継続するために西

側で最近しきりに言われるようになったのが、「ロシアはウク

ライナの次に欧州のほかの国を狙っている」という議論。「次

は、ポーランドだ」「リトアニアだ」とか言われている。しか

し、ポーランドもリトアニアもNATO加盟国だ。「ウクライ

ナはNATOに入るな」と言ってロシアは攻撃しているのに、

すでに NATO に加盟している国にさらに攻撃を加えるとい

うのは論理矛盾だ。戦争のプロパガンダには注意する必要が

ある。 

出口はやはり双方が戦争に疲れた時に来るのだろうと思

う。 

 

―― ソ連時代のアフガニスタン戦争は 10 年間続いて 15000

人の兵士が亡くなった。従軍兵士の『アフガン症候群』が当

時大きな問題になった。ウクライナ戦争はこの4年間で数十

万人が死亡したと言われているが、ロシアの実際の戦死者数

はどれくらいと見ているか？ このウクライナ戦争でもアフ

ガン戦争と同様の心身的障害が生じていると思われるが、ま

だほとんど報道されていない。『ウクライナ戦争症候群』の実

態が分かれば教えてほしい。 

上月 アフガン戦争に従軍したのは徴兵だった。徴兵で若い

兵士が集められ、一定期間の特別訓練を受けて戦場に送られ

た。若い兵士がいきなり戦場に送られて過酷な体験をすると、

その精神的打撃は非常に大きい。逃亡兵も相当生じた。今の

ウクライナ戦争では、ロシア軍は徴兵、部分動員兵、契約兵

の大きく3種類の兵士によって担われている。戦争初期にウ

クライナへ進軍した兵士の中に徴兵が含まれていたが、その

後、徴兵はウクライナには送り込まないとプーチンが約束し

た。それはまさにアフガン症候群を警戒して、徴兵された若

者の母親たちが「子供をウクライナの戦場に送るな」と反発

したからだ。 

そのためプーチン政権は、契約兵を募集してウクライナに

投入するようになった。契約兵の給与は月30万ルーブル（約

60万円）＋死亡時手当150万ルーブル（約300万円）。これ

は地方の住民にとっては大変な高給だ。契約兵になるという

ことは、報酬と引き換えに死ぬ覚悟があるということで、徴

兵で連れていかれるのとは基本的に受け止めが違う。そこが

アフガン戦争との違いだ。 

もう一つの違いは、アフガン戦争が続いていたソ連時代末

期は、まさにゴルバチョフのグラスノスチ（情報公開）の時

代だった。さまざまな意見を自由に言うことができた。現在

のロシアでは、戦争開始後の言論統制が非常に厳しくなって

いる。この二つの点で、アフガン戦争と比べて、現在のウク

ライナ戦争は受け止め方に違いが出ていると思われる。 

ただし、最近は契約兵の募集に陰りが見られるようになっ

た。財政的な負担も大きい。今後ロシアはどうやって兵士を

確保するのか、再び動員をかけるとなると、世論の反発が大

きな問題になる。 

戦死者の人数については、いろんな説があって正確な数は

分からない。しかし、少なくとも十数万人のレベルにはなっ

ているようだ。このインパクトは無視できない。これから『ウ

クライナ症候群』がロシア社会の深刻な問題になる可能性は

十分にある。 

 

著作案内；2026年２月発売 

『プーチンの歴史認識：隠された意図を読み解く』 
上月豊久著／新潮選書／240頁／定価 1815円（税込） 

＜目次＞ 

はじめに ロシアは「孤立と衰退」に向かうのか 

第１章 ロシアの成り立ち プーチン大統領にとって歴

史の意味は何か 

第２章 正教の受け入れと歴史上の役割 プーチンの「洗

礼の十字架」とは何か 

第３章 ロシア「領土拡大」の法則 戦略か、機会主義か 

第４章 動乱の歴史から導かれた統治の基本理念 なぜ

「動乱の時代」を強く嫌悪するのか 

おわりに 三つの「負け戦」とウクライナ戦争 

 

講師略歴；上月 豊久（こうづき とよひさ） 

1956年10月生 

1981年3月 東京大学教養学部（国際関係論）卒業 

1981年４月 外務省入省／北米局、大臣官房、欧州局、在ロ

シア日本大使館公使、在ボストン日本総領事館総領事などを

歴任。 

2012年9月 外務省欧州局局長 

2015年11月 駐ロシア日本大使館全権特命大使 

2023年12月 外務省退官 

2024年１月  千葉工業大学特別教授 

2024年4月  東海大学特任教授兼平和戦略国際研究所所長 
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▼ウクライナ戦争の終わりはまだ見えません。本号収録

の講演録で、上月豊久前駐ロシア大使が言われるよう

に、落としどころは現在の前線で戦争を凍結するしかな

いと思うのですが、さてそれがいつのことになるのか

…。▼しかし、最近、ウクライナ戦争後を見据えた動き

がいくつか出てきているのは事実です。ロシア文化フェ

スティバルのオープニングで来日したシュビトコイ・大

統領文化協力特別代表は滞在中、政財界の多くの代表と

会談しました。５月末には経済産業省の声掛けで経済代

表団がモスクワを訪問しました。▼私たちJICも、文化

交流、人的交流の拡大でこの流れに応えたいと思いま

す。ロシアへの観光旅行の再開はまだ先の話ですが、語

学留学やビジネス渡航は根強く続いています。他方、イ

ンバウンド訪日ロシア人客は大幅に増えています。困難

は続きますが、将来を見据えて、日ロ交流の新しい芽を

育てていきたいと思います。（F） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モスクワ国立大学 1,590,000円（授業料10ヶ月） 予価 

ｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立大学1,155,000円(授業料10ヶ月) 予価 

ゲルツェン教育大学 998,000円（授業料10ヶ月） 予価 

ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ極東連邦大学 420,000円(授業料10ヶ月) 予価 

ベラルーシ国立外国語大学 422,000円(授業料10ケ月) 予価 
 
※上記の金額以外に別途、寮費、手配料、渡航費用、ビザ代金 

および取得手数料などがかかります。 

ロシア以外の国でのロシア語留学の手配も可能です！
（中央アジア、バルト諸国など） 

3７年間の実績「だから、JICのロシア語留学 

JICロシア語留学研修は、JIC国際親善交流センターが日本で最初に旧ソ
連・ロシアの諸大学と直接契約により開始した私費留学システムです。この 
37 年間で JIC がロシアに送り出した留学生は長期・短期合わせて 
4,500名以上にのぼります。 

安心の現地アフターケア 

留学中はできる限り自分のことは自分でやっていただくのが語学力上達の道
です。しかし、一人ではどうしても解決できない大学との交渉ごとや、緊急事
態の際の連絡対応など、留学中の皆様をバックアップするために、JICでは各
受入機関と緊密な連絡体制を整えています。 

◆JICロシア留学デスク◆ 

電話またはメールでご連絡ください。 

東京事務所 平日9:30-16:30 03-3355-7294 

※留学相談はオンラインで行っております（要 事前予約） 


